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■砂時計の絵の具に少し、はい色の絵の具を入れて、古びた色にしました。

■かみなりや、けんの色のバリエーションをがんばりました。

■町を切って、やするところをがんばりました。また、数字をきちんと角度を合わせてはるこ
とができました。

■木を切るのに苦労しました。クマが木を登っているところや、木の形を工夫してつくりました。



■森にあるがけでおおかみがとおぼえをしています。そして月が時計としてできているから見
てください。

■くまの形作りと、やすりがけをがんばりました。

■大好きな動物と、ハートでとてもおしゃれな時計ができました。早く使いたいです。

■時計をつくるとき全部入るように大きさを調整するのをがんばりました。



■りんごは、細かく、小さく作ったので、手を切らないように気をつけました。

■巨大ザメと大きななみに注目してほしいです。理由は、巨大ザメと大きななみで、ごうか
いさをアピールしたからです。

■リスやどんぐりにていねいに色をぬり、ていねいにやすりました！

■なみやかめの形を納得のいくまで直してつくりました。



■小鳥の色と木目調の枝の色をがんばりました。自分のへやにかざりたいです。

■ぼくの将来、なりたい人を表しました。努力してサッカー選手になりたいです。

■夕焼けのころに自転車に乗った人を表しました。街の色に注目してほしいです。

■自分の巣に帰るために夕日にそまる氷山を飛ぶワシを表現しました。



■イルカを切るのが大変だったのでそこを見てほしいです。色の組み合わせも、よく考えな
がら仕上げました。

■１番大きいサクラのまん中をグラデーションにして本当のサクラみたいにしてみました。

■がんばったところは歯車の形に切ったところです。でぼこしているので大変でした。

■オオカミは大きく目立つように、ライオンは金色で目立つように意識しました。



■シルエットの組み合わせ方や、形や色などを工夫してつくりました。

■私はふしぎの国のアリスのちしゃねこが大好きなので取り入れてみました。世界観を考え
てつくったので注目してください。

■時計の鳥は、かり金という鳥です。シンプルな色と形の組み合わせを工夫しました。

■電動糸のこぎりでお城のへこみを切るのをとくにがんばったので注目してください。



■音符をななめにして、奏でているようにしたところが工夫です。

■雲にあわい色で、グラデーションをして、メルヘンな感じにしたところを、がんばりました。 ■板を切るのが大変でした。お部屋のかべにかざりたいと思います。

本来気球は、保護者受付になる５・６年昇降
口に吊るす予定でした。児童観賞のみとなっ
たので体育館に場所を移し、気球を針金に通
して持ち上げようとしたものの
思いのほか重く！
男性用務さんの力
を借りました。


